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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
政
運
営
二
期
目
の
二
年
目
と
な
っ
た
昨
年
は
、『
前
進
』・『
邁
進
』・『
先
進
』
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
一
歩
で
も
前
へ
、
力
強
く
元
気
に
、
そ
し
て
、
他
に
先
駆
け
て
『
進
む
』
こ

と
を
念
頭
に
、
人
も
産
業
も
活
気
が
あ
る
元
気
な
伊
万
里
市
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
元
気
を
テ
ー
マ
に
昨
年
一
年
間
を
振
り
返
る
と
、

　

第
一
に
は
、『
子
ど
も
た
ち
の
元
気
』
を
掲
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
お
い
て
は
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
場
と
し
て
、
伊
万
里

商
業
高
校
の
選
手
の
活
躍
を
は
じ
め
、
灼
熱
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
手
に
汗
を
握
る
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
成
績
で
も
、
弓
道
の
女
子
個
人
競
技
で
伊
万
里
高
校
の
酒
谷
恵
美

さ
ん
が
栄
え
あ
る
日
本
一
と
な
り
、
そ
の
栄
誉
を
称
え
伊
万
里
市
民
賞
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
へ
の
伊
万
里
小
学
校
コ
ー
ラ
ス

部
の
二
年
連
続
三
回
目
の
出
場
な
ど
、
小
・
中
学
生
の
活
躍
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
に
伊
万
里
の
未
来
を
託
す
喜
び
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

第
二
に
は
、『
産
業
面
で
の
元
気
』
を
掲
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

世
界
有
数
の
半
導
体
関
連
企
業
㈱
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
が
、
建
設
中
の
300
ミ
リ
ウ
エ
ー
ハ
工
場

に
加
え
、
新
た
に
太
陽
電
池
関
連
工
場
の
増
設
を
決
定
さ
れ
、
世
界
一
の
生
産
拠
点
と
し

て
の
今
後
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
海
洋
温
度
差
発
電
関
連
の
㈱
ゼ
ネ
シ
ス
の
竣
工
、

㈱
か
ね
は
食
品
の
進
出
な
ど
、
企
業
の
新
規
展
開
が
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
企
業
の
立
地
は
新
た
な
雇
用
の
拡
大
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
り
、
地
場
企
業

と
の
連
携
事
業
の
創
出
な
ど
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
若
者
が
ふ
る
さ
と
伊
万
里
で
い
き
い

き
と
働
き
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

元気あふれるまちづくりをめざして

2008 年頭のごあいさつ
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本
年
は
十
二
支
の
ス
タ
ー
ト
『
子
』
の
年
で
す
。
こ
の
新
し
い
動
き
を
予
感
さ
せ
る
年

に
あ
た
り
、
山
積
す
る
課
題
に
も
創
意
工
夫
と
元
気
を
も
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
ず
第
一
に
、
快
適
な
生
活
に
大
切
な
も
の
は
、『
生
活
と
産
業
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
』
で
す
。
国
内
初
の
工
法
に
よ
る
第
４
工
業
用
水
道
の
来
年
七
月
の
完
成
に
向
け

た
順
調
な
事
業
進
捗
を
図
る
ほ
か
、
西
九
州
自
動
車
道
や
国
道
498
号
大
坪
バ
イ
パ
ス
、
井

手
口
川
ダ
ム
、
新
統
合
病
院
の
早
期
整
備
に
一
層
の
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　　

加
え
て
、
ま
ち
の
発
展
に
大
切
な
も
の
は
、『
人
の
元
気
』
で
す
。
本
年
は
、
今
後
10
年

間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
『
第
５
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
』
を
策
定
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
約
50
人
の
市
民
に
よ
る
『
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
』
と
と
も
に
本
市
の
未
来
の

姿
を
思
い
描
き
、
親
し
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
計
画
に
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
に
先
駆
け
実
践
し
て
い
る
『
家う
ち

読ど
く

』
運
動
を
起
点
に
、
学
校
教
育
や
生
涯
学

習
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
教
育
分
野
に
わ
た
り
、
人
間
形
成
の
基
礎
で
あ
る
家
庭
の
教
育
力
向

上
を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
地
域
住
民
が
と
も
に
考
え
、
進
む
べ
き
方

向
性
を
決
定
し
、
実
践
し
て
い
く
た
め
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
進
め
る
た
め
、

各
町
・
地
区
公
民
館
単
位
で
の
『
地
域
の
元
気
推
進
事
業
』
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

平
成
20
年
は
、
本
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
私
た
ち
の
前
に
そ
の

姿
を
現
す
年
と
な
り
ま
す
。
厳
し
い
行
財
政
運
営
の
状
況
に
あ
っ
て
も
、
さ
ら
に
一
歩
前

へ
と
踏
み
出
す
気
持
ち
を
も
っ
て
、『
住
み
た
い
ま
ち
伊
万
里
・
行
き
た
い
ま

ち
伊
万
里
』
を
実
感
で
き
る
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

伊万里市長　塚部　芳和

New Year's greeting 2008

年頭のごあいさつ
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１
９
８
７
年
８
月
の
相
互
訪
問

に
よ
っ
て
扉
が
開
い
た
伊
万
里
市

と
中
国
大
連
市
と
の
交
流
。
そ
の

後
今
日
ま
で
の
20
年
間
の
友
好
関

係
を
経
て
、
伊
万
里
市
と
大
連
市

は
『
友
好
交
流
都
市
』
と
な
り
、

新
た
な
交
流
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　

伊
万
里
市
が
海
外
の
都
市
と
正

式
に
友
好
関
係
を
結
ぶ
の
は
初
め

伊万里
大 連

深
ま
る
絆
、
広
が
る
交
流
の
輪

て
で
す
。

　

友
好
交
流
20
周
年
お
よ
び
友
好

交
流
都
市
締
結
を
記
念
し
て
、
昨

年
11
月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
、
総

勢
76
人
の
伊
万
里
市
民
大
連
交
流

訪
問
団
が
大
連
市
を
訪
れ
、
様
々

な
交
流
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
20
年
に
わ
た
る
交
流

の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

今
回
の
市
民
訪
問
団
の
交
流
内
容

を
リ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
市
民
ど

う
し
の
交
流
や
経
済
交
流
の
発
展

な
ど
、
広
が
り
を
見
せ
る
両
市
の

交
流
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

11
月
23
日
、
大
連
市
主
催
の

歓
迎
式
典
で
塚
部
市
長
が
夏か

徳と
く
じ
ん仁
大
連
市
長
に
贈
呈
し
た

友
好
交
流
都
市
の
協
議
書
。

伊
万
里
焼
の
陶
板
に
焼
き
付

け
ら
れ
て
い
ま
す

友
好
交
流
20
周
年
記
念
・
市
民
交
流
訪
問
団
の
大
連
訪
問
リ
ポ
ー
ト

『友好交流都市』へ

き
ず
な

＆

特 集

中 

国

'90 市民体育大会での劉偉先生の
太極拳模範演武

大連市主催の歓迎式典で夏
か

徳
とくじん

仁大連市長 (右）から貝殻細工の額
を贈られる塚部市長（11 月 23 日、中国大連市）

大連市の中心部にある観光名所の
一つ『中山 (ちゅうざん)広場』

'01 大連での『日本良質梨導入栽    
培及び普及モデル基地』除幕式

'99 大連市第 37 中学校訪問団と啓
成中学校生徒との交流

'89 魏富海大連市長 (右）が来伊、
握手を交わす竹内通教市長



『友好の証
あかし

』陶板贈呈

子どもたちが歓迎雑技
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『交流の架け橋』太極拳で華麗に演武競演

　

大
連
市
は
、
中
国
北
東
部
の
遼

り
ょ
う

寧ね
い

省
の
中
で
最
も
南
に
あ
り
、
海

に
囲
ま
れ
た
半
島
に
位
置
し
ま

す
。
緯
度
は
新
潟
と
同
じ
く
ら
い

で
、
冬
は
寒
い
の
で
す
が
、
海
洋

性
気
候
の
た
め
雪
は
め
っ
た
に
降

ら
な
い
よ
う
で
す
。

　

面
積
は
１
万
２
５
７
４
㎢
（
伊

万
里
市
の
約
50
倍
）、
人
口
は
約

560
万
人
（
伊
万
里
市
の
約
93
倍
）

で
、
造
船
や
石
油
化
学
工
業
な
ど

が
盛
ん
な
中
国
東
北
部
最
大
の
港

湾
都
市
で
す
。
現
在
、
中
国
東
ア

ジ
ア
地
域
の
経
済
発
展
の
下
で
、

中
継
貿
易
事
業
の
拡
大
な
ど
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
８
１
年

に
『
旅
大
市
』
か
ら
『
大
連
市
』

に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
連
市
は
、
日
本
に
大
変
親
近

感
を
持
っ
て
い
る
都
市
と
言
え
ま

す
。
街
の
風
景
も
日
本
の
旧
統
治

時
代
の
建
物
が
多
く
残
っ
て
い
た

り
、
一
部
の
路
面
電
車
は
そ
の
当

時
の
も
の
を
現
在
も
使
用
し
て
い

る
な
ど
、
訪
れ
る
日
本
人
に
と
っ

て
親
し
み
の
あ
る
街
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

HISTORY
１
９
８
７
年
８
月

　

竹
内
通
教
市
長
を
団
長
に
『
伊
万

里
市
経
済
交
流
中
国
視
察
団
』
を
中

国
へ
派
遣
、
大
連
を
は
じ
め
６
都
市

を
視
察
訪
問
。
大
連
市
よ
り
于う

植
し
ょ
く

元げ
ん

氏
を
団
長
と
す
る
教
育
視
察
団
が
伊

万
里
市
を
訪
問
。
こ
の
相
互
訪
問
か

ら
、
伊
万
里
市
と
大
連
市
の
交
流
が

ス
タ
ー
ト

１
９
８
８
年
３
月

　

大
連
市
側
よ
り
具
体
的
な
交
流
に

つ
い
て
提
案
を
受
け
る

１
９
８
８
年
７
月

　

伊
万
里
市
役
所
に
国
際
交
流
室
設
置

１
９
８
８
年
10
月

　

大
連
市
か
ら
太
極
拳
指
導
者
・
劉
り
ゅ
う

偉い

氏
を
招
聘へ
い

。
１
か
月
に
わ
た
り
、

市
内
で
指
導
を
受
け
る

１
９
８
９
年
２
月

　

大
連
市
か
ら
縫
製
技
術
研
修
生
を

受
入
れ
。
以
後
、
日
本
文
学
研
究
生
、

水
産
研
修
生
、
梨
栽
培
技
術
研
修
生
、

牛
肥
育
技
術
研
修
生
な
ど
の
受
入
れ

が
続
く

１
９
８
９
年
３
月

　

伊
万
里
市
国
際
交
流
協
会
が
発
足

１
９
８
９
年
1�
月

　

魏ぎ

富ふ

海か
い

大
連
市
長
ら
政
府
代
表
団

が
来
伊

１
９
９
０
年
２
月

　
『
絵
と
書
』
子
ど
も
作
品
交
流
展
を

伊
万
里
市
と
大
連
市
で
開
催

１
９
９
１
年
４
月

　

大
連
市
か
ら
公
務
研
修
生
（
１
人
、

１
年
間
）
を
受
入
れ
。
以
後
、
今
日

伊
万
里
・
大
連　

交
流
の
歴
史

工
の
額
が
塚
部
市
長
に
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
連
市
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
干え

と支
の
猪
（
中
国
で
は

豚
の
意
味
）
の
衣
装
を
つ
け
た
か

わ
い
い
踊
り
や
、
楽
器
演
奏
、
雑

技
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。

　

24
日
は
、
大
連
図
書
館
で
両
市

の
市
民
交
流
会
が
行
わ
れ
、
日
ご

ろ
の
活
動
の
成
果
を
お
互
い
に
発

表
し
あ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
大
連
図
書
館
の
合
唱
隊

に
よ
る
詩
の
吟
唱
な
ど
が
行
わ
れ

た
後
、
両
市
の
太
極
拳
愛
好
者
に

よ
る
演
武
（
剣
、
こ
ん
棒
、
扇
子

を
使
っ
た
武
術
太
極
拳
）
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
太
極
拳
は
、
19
年

前
に
劉

り
ゅ
う

偉い

先
生
の
指
導
で
伊
万
里

に
広
ま
っ
た
『
交
流
の
架
け
橋
』

だ
け
あ
っ
て
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
　

民
訪
問
団
は
、
書
道
連
盟
、

　
　

武
術
太
極
拳
連
盟
、
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
の
他
一
般
公

募
に
よ
る
参
加
者
の
ほ
か
日
中
友

好
協
会
、
市
、
議
会
な
ど
か
ら
の

総
勢
76
人
で
構
成
さ
れ
、
11
月
22

日
夕
方
、
大
連
に
到
着
。
翌
23
日
、

大
連
市
主
催
の
歓
迎
式
典
に
出
席

し
ま
し
た
。

　

式
典
の
冒
頭
、
昨
年
５
月
に
調

印
し
た
『
中
華
人
民
共
和
国
大
連

市
・
日
本
国
伊
万
里
市
友
好
協
力

関
係
の
更
な
る
強
化
に
関
す
る
協

議
書
』
の
中
国
語
版
の
陶
板
を
夏か

徳と
く
じ
ん仁

大
連
市
長
に
贈
呈
。
大
連
市

か
ら
は
地
元
産
品
で
あ
る
貝
殻
細

式典では大連の子どもたちの歓迎ア
トラクションなどが披露されました

市
民
訪
問
団
リ
ポ
ー
ト
①

伊万里市武術太極拳連盟の皆さんによる演武。1988 年、
大連の劉偉先生が伊万里市で太極拳を指導しました

大
連
と
い
う
ま
ち

伊万里＆大連『友好交流都市』へ

市

毎年５月に行われるアカシア祭
りには、日本人をはじめ多くの
外国人が訪れます



温
あった

かムードで文化交流

図書館で書道の披露も

HISTORY
��008.1

大連の小学生に中国語で『読み聞かせ』

ま
で
公
務
研
修
生
の
受
入
れ
が
続
く

１
９
９
１
年
５
月

　

大
連
市
か
ら
卓
球
指
導
者
を
招
聘へ
い

、

指
導
を
受
け
る

１
９
９
２
年
８
月

　

伊
万
里
市
卓
球
友
好
親
善
訪
中
団

（
中
学
生
11
人
な
ど
）
が
大
連
市
を
訪
問

１
９
９
３
年
11
月

　

大
連
歌
舞
芸
術
友
好
訪
問
団
が
来

伊
し
、
公
演

１
９
９
６
年
10
月

　

伊
万
里
市
日
中
友
好
協
会
が
大
連

市
を
訪
問
。
竹
内
通
教
氏
が
『
大
連

市
名
誉
市
民
』
を
授
与

１
９
９
７
年
７
月

　

伊
万
里
市
、
大
連
市
友
好
交
流
10

周
年
を
記
念
し
、
伊
万
里
市
友
好
訪

中
団
が
大
連
市
を
訪
問

１
９
９
７
年
９
月

　

梨
栽
培
技
術
指
導
者
・
堀
田
節
次

氏
（
南
波
多
町
）
が
中
国
国
家
『
友ゆ
う

誼ぎ

賞
』
を
受
賞

１
９
９
７
年
1�
月

　

大
連
市
教
育
視
察
団
が
来
伊
し
、

市
内
小
中
学
校
を
訪
問

１
９
９
９
年
８
月

　

大
連
市
第
37
中
学
校
訪
問
団
（
中

学
生
７
人
な
ど
）
が
来
伊
し
、
啓
成

中
学
校
の
生
徒
な
ど
と
交
流

１
９
９
９
年
10
月

　

大
連
市
建
市
100
周
年
記
念
訪
問
団

が
大
連
市
を
訪
問
。
梨
栽
培
技
術
指

導
者
・
堀
田
節
次
氏
が
大
連
市
よ
り

『
星せ
い
か
い海

友ゆ
う

誼ぎ

賞
』
を
授
与

２
０
０
１
年
９
月

　

大
連
市
金
州
区
国
営
農
場
『
日
本

良
質
梨
導
入
栽
培
及
び
普
及
モ
デ
ル

基
地
』
除
幕
式
で
市
収
入
役
な
ど
が

❶
宗そ
う　

畢び

徳と
く

さ
ん　

１
９
９
１
年
４
月

❷
高こ
う　

冬と
う
ば
い梅

さ
ん　

１
９
９
２
年
９
月

❸
審し
ん　

勁け
い
は
ん帆

さ
ん　

１
９
９
５
年
７
月

❹
白は
く　

日に
ち
れ
い玲

さ
ん　

１
９
９
６
年
８
月

　
❺
孫そ
ん　

　

謙け
ん

さ
ん　

１
９
９
７
年
11
月

❻
劉り
ゅ
う

　

国こ
く

強き
ょ
うさ

ん　

１
９
９
９
年
１
月

　
❼
姜き
ょ
う

　
　

楠な
ん

さ
ん　

２
０
０
０
年
２
月

❽
陳ち
ん　

延え
ん
め
い明
さ
ん　

２
０
０
１
年
２
月

❾
王お
う　

翠す
い
え
い英
さ
ん　

２
０
０
２
年
５
月

❿
趙ち
ょ
う
　
　

敏び
ん

さ
ん　

２
０
０
３
年
６
月

⓫
瀋し
ん　
　

毅き

さ
ん　

２
０
０
４
年
９
月

⓬
朴ぼ
く　

福ふ
く

秋し
ゅ
うさ
ん　

２
０
０
５
年
９
月

※
い
ず
れ
も
研
修
期
間
は
記
載
年
月

　

か
ら
１
年
間

陳　延明さん 劉　国強さん 白　日玲さん 宗　畢徳さん

伊万里市の図書館ボランティアの皆さんが、大連市の小学
生 40 人を前に中国語で絵本の読み聞かせを行いました

詩吟にあわせて筆をふるう吟書では、
７言８行の詩と書を披露

　
　

市
の
太
極
拳
演
武
の
後
は
、

　
　

伊
万
里
市
民
図
書
館
の
犬
塚

館
長
と
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
、
大
連
図
書
館
で
日
ご

ろ
の
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

大
連
市
の
小
学
生
40
人
を
前

に
、
絵
本
『
三
び
き
の
や
ぎ
の
が

ら
が
ら
ど
ん
』
を
中
国
語
で
読
み

聞
か
せ
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は

『
巧
み
な
中
国
語
』
で
の
読
み
聞
か

せ
に
興
味
深
そ
う
に
じ
っ
と
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
や
紙
芝
居
の
披
露
、
絵
手
紙
交

流
作
品
の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、

会
場
は
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
の
は
、
故
・

于う

植
し
ょ
く

元げ
ん

先
生
と
伊
万
里
市
と
の

長
年
の
交
流
の
中
で
培
わ
れ
た
書

道
交
流
。
ま
ず
、
塚
部
市
長
自
作

の
篆て

ん
こ
く刻

（
石
を
彫
っ
た
印
）
に
よ

る
『
大
連
伊
万
里
友
好
』
の
色
紙

や
伊
万
里
書
道
連
盟
の
皆
さ
ん
の

力
作
な
ど
８
作
品
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
伊
万
里
書
道
連
盟
と

大
連
市
書
道
家
協
会
の
代
表
そ

れ
ぞ
れ
７
人
が
書
を
披
露
す
る

『
揮き

ご
う毫

会
』
が
行
わ
れ
、
大
坪
小
学

校
３
年
の
池
田
絢あ

や

子
さ
ん
が
『
友

あ
り
』
を
、
大
連
市
の
小
学
生
が

『
和
平
』
を
力
強
く
書
き
つ
づ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
伊
万
里
書
道
連
盟

の
８
人
が
詩
吟
に
あ
わ
せ
て
筆
を

ふ
る
う
『
吟
書
』
な
ど
も
行
わ
れ
、

お
互
い
の
腕
前
を
交
互
に
披
露
し

あ
っ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

市
民
訪
問
団
リ
ポ
ー
ト
②

こ
れ
ま
で
の
公
務
研
修
生

両

特 集



『交流新時代』の幕開け

大連に伊万里文化伝承

　

わ
た
し
は
、
伊
万
里
と
大
連
の
友

好
交
流
20
周
年
の
節
目
の
年
に
派

遣
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
伊
万
里
は
ど

こ
に
行
っ
て
も
美
し
い
自
然
と
親

切
な
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
す
て
き
な
町
、
す
て
き
な
人
々

で
す
。

　

昨
年
３
月
か
ら
約
10
か
月
間
、
伊

万
里
市
役
所
の
各
分
野
で
研
修
し
、

い
ろ
い
ろ
と
勉
強
に
な
り
、
視
野
が

広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん

の
人
と
友
達
に
な
り
ま
し
た
。

　

20
年
間
の
両
市
の
友
好
交
流
に

つ
い
て
は
、
最
初
、
国
際
交
流
室

で
資
料
を
読
ん
だ
だ
け
で
し
た
が
、

そ
の
後
伊
万
里
の
方
々
か
ら
い
ろ

い
ろ
話
を
聞
き
、
ま
た
、
故
・
于う

植し
ょ
く
げ
ん元
先
生
夫
人
の
孫そ
ん

紹し
ょ
う
か華
さ
ん
が

来
伊
さ
れ
た
際
、
孫
さ
ん
が
日
中
友

好
協
会
の
方
々
の
手
を
し
っ
か
り

と
握
っ
て
20
周
年
を
喜
ぶ
姿
に
感

動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
連
と
伊
万
里
、
中
国
と
日
本
の

友
好
交
流
の
一
翼
を
担
う
こ
と
は

大
変
光
栄
で
す
。
20
周
年
は
新
し
い

交
流
の
始
ま
り
だ
と
思
い
ま
す
。
未

来
の
交
流
が
一
層
広
く
な
る
こ
と

と
友
情
の
絆
が
一
層
深
く
な
る
こ

と
を
祈
念
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

HISTORY
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大連海事大学で伊万里焼陶芸講座が開講

い
、
ホ
テ
ル
の
カ
フ
ェ
で
は
、
早

速
、
伊
万
里
焼
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
で
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
こ
の
春
か
ら
、
伊

万
里
焼
の
陶
芸
講
座
が
大
連
海
事

大
学
で
開
講
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
海
事
大
学
と
は
、
日
本

で
言
う
商
船
大
学
の
こ
と
で
、
中

国
に
は
８
大
学
が
あ
り
ま
す
。
11

月
24
日
に
塚
部
市
長
が
大
連
海
事

大
学
・
鄭て

い

少
し
ょ
う

南な
ん

副
学
長
と
『
伊
万

里
文
化
伝
承
協
調
事
業
に
関
す
る

協
定
書
』
に
調
印
。
３
月
ま
で
に

窯
が
設
置
さ
れ
、
５
月
か
ら
は
伊

万
里
の
窯
元
が
講
師
と
し
て
派
遣

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
市
民
訪
問
団
の
訪
問
を

ス
テ
ッ
プ
に
、
大
連
に
『
伊
万
里

文
化
』
を
伝
承
し
な
が
ら
、
市
民

レ
ベ
ル
の
交
流
や
経
済
交
流
の
一

層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
連
市
を
訪
問

２
０
０
２
年
５
月

　
『
２
０
０
２
中
国
大
連
商
品
交
易

会
』
に
伊
万
里
市
内
の
企
業
の
工
業

製
品
な
ど
を
出
展
。
同
時
に
大
連
市

に
て
『
献
上
の
義
』
を
行
い
、
中
国

中
央
政
府
へ
色
鍋
島
を
献
上

２
０
０
２
年
９
月

　
『
中
国
大
連
国
際
友
好
都
市
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
２
』
に
参
加
、

覚
書
に
８
か
国
10
都
市
が
調
印

２
０
０
４
年
４
月

　

伊
万
里
市
制
50
周
年
を
記
念
し
、

夏
徳
仁
大
連
市
長
ほ
か
大
連
市
政
府

代
表
団
が
来
伊
、『
友
好
交
流
の
証
あ
か
し
』

ア
カ
シ
ア
を
記
念
植
樹
。
７
月
に
は

伊
万
里
市
代
表
団
が
大
連
市
を
訪
問

し
、
マ
キ
の
木
を
記
念
植
樹

２
０
０
４
年
10
月

　

伊
万
里
産
新
高
梨
を
大
連
市
で
試

験
販
売

２
０
０
５
年
９
月

　

伊
万
里
梨
、伊
万
里
焼
の
販
売
フ
ェ

ア
を
大
連
市
で
開
催

２
０
０
６
年
９
月

　
『
２
０
０
６
中
国
大
連
市
国
際
友
好

都
市
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
塚
部
市

長
が
参
加

２
０
０
７
年
５
月

　
『
２
０
０
７
中
国
大
連
・
日
本
地
方

都
市
ト
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
塚
部

市
長
が
参
加
、
夏か

大
連
市
長
と
『
友

好
交
流
都
市
協
議
書
』
に
調
印

２
０
０
７
年
11
月

　

伊
万
里
市
民
大
連
市
交
流
訪
問
団

が
大
連
市
を
訪
問
。
交
流
を
深
め
る

　
　

好
交
流
20
周
年
を
契
機
に
、

　
　

伊
万
里
市
と
大
連
市
は
新
た

な
交
流
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
相
互
訪
問

や
公
務
研
修
生
の
受
入
れ
、
貨
物

船
の
定
期
航
路
開
設
、
伊
万
里
梨

や
伊
万
里
焼
の
輸
出
・
販
売
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今

回
、
新
た
に
２
つ
の
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
伊
万
里
焼
の
P
R

拠
点
と
し
て
、
大
連
日
航
ホ
テ
ル

の
１
階
ロ
ビ
ー
に
伊
万
里
焼
の
常

設
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し

た
。
11
月
23
日
に
塚
部
市
長
の
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
に
よ
る
除
幕
式
を
行

大連海事大学で『伊万里文化伝承協調事業に関する協定
書』に調印する塚部市長（左手前）

大連日航ホテルに開設された伊万里
焼の常設展示コーナー

市
民
訪
問
団
リ
ポ
ー
ト
③

友

伊万里＆大連『友好交流都市』へ

2007 年３月〜
　公務研修生⓭

 常
じょう

　達
たつこう

光さん

20
周
年
は
『
新
た
な
始
ま
り
』



8�008.1：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

伊万里市立市民病院

看護師の採用試験
■採用試験区分　看護師
■採用予定人数　若干名
■受験資格　
　　昭和 47 年４月２日以降に生まれた人

で、看護師の免許取得者または、平成 20
年４月 30 日までに免許取得見込みの人
　※住所要件はありません

■試験日　　　２月 14 日（木）、15 日（金）
■試験会場　　伊万里市役所ほか
■試験の内容　作文、面接試験など
■申込書・試験案内
　○１月７日（月）から総務課で配布します
　○郵送での請求は、封筒に『職員採用試験申込書
　　請求』と朱書きし、120 円切手を貼った宛先明記
　　の返信用封筒（Ａ４サイズ）を同封のこと
　○伊万里市のホームページから様式をダウンロードできます
　※その他、詳細は『伊万里市職員採用試験案内』をご覧ください

〜〜〜〜〜〜〜〜〜　申 込 受 付　〜〜〜〜〜〜〜〜〜

● 受付期間　　１月７日（月）〜 28 日（月）
　　　　　　　※郵送の場合は �8 日の消印のあるものまで有効

● 受付時間　　午前８時 30 分〜午後５時 15 分（土・日・祝日除く）

● 申込・問合先
　〠 848 − 8501 伊万里市立花町 1355 番地 1
　伊万里市役所　総務課職員係（　 ☎㉓２１２７）

第１回 伊万里市

差押物件公売会
　市税などの徴収のために差し押さえた、家
電製品や食器・日用品類などを、次のとおり
公売します。購入を希望される人は、お気軽
にご参加ください。

● 日　時　１月 27 日（日）午前 11 時
　　　　　※下見会：午前 10 時〜 11 時
● 会　場　市役所１階正面玄関ホール
● 公売物件　家電製品、食器、日用品類など
● 当日必要なもの
　①印鑑（認め印で可。法人は代表者印）　
　②購入代金（入札金額および消費税）
　③運転免許証など本人確認ができるもの
　④代理人が入札する場合は委任状
※詳細は１月 1� 日に各世帯に配布する『公売会チラ

シ』をご覧ください

● 問合先　税務課徴税対策室
　　　　　（　 ☎㉓２１５２）

武雄県税事務所公売会
● 日　時　１月６日（日）午前 11 時
　　　　　※下見会：午前 10 時〜 11 時

● 会　場　武雄総合庁舎別館大会議室
● 公売物件　有田焼高級食器、家電製品など
※詳しくは、下記までお問い合わせください

● 問合先　武雄県税事務所納税課
　　　　　（☎０９５４㉓３１０３）

　

半
導
体
用
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー

を
製
造
・
販
売
す
る
株
式
会
社
Ｓ

Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
（
本
社
・
東
京
都
港
区
、

重
松
健
二
郎
取
締
役
社
長
）
が
、

山
代
町
久
原
の
伊
万
里
団
地
に
太

陽
光
発
電
用
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー

の
素
材
と
な
る
『
多
結
晶
シ
リ
コ

ン
イ
ン
ゴ
ッ
ト
』
の
製
造
工
場
を

建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
11
月

20
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
佐
賀
県

と
伊
万
里
市
と
進
出
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
進
出
は
、
世
界
的
に
太

陽
光
発
電
用
ウ
エ
ハ
ー
の
需
要
が

伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
社
が

事
業
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

　

新
工
場
で
は
、
高
さ
７
�
の
角

柱
状
の
シ
リ
コ
ン
イ
ン
ゴ
ッ
ト
が

造
ら
れ
、
当
面
は
一
般
家
庭
の
発

電
量
換
算
で
６
〜
７
万
世
帯
に
あ

た
る
年
間　
　
　

分
の
生
産
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
工
場
の
規
模
は
、
敷
地
面
積

５
万
１
２
２
０
平
方
�
、
建
物
面

積
８
８
６
５
平
方
�
の
鉄
骨
造
り

２
階
建
て
（
一
部
４
階
建
て
）
で
、

投
資
額
は
約　

億
円
。
３
月
に
着

工
し
、
来
年
５
月
の
操
業
開
始
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
業

員
は
、
地
元
か
ら
80
人
の
新
規
雇

用
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

進
出
協
定
書
を
交
わ
し
た
㈱
Ｓ

Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
の
角
谷
英
美
常
務
執
行

役
員
か
ら
「
地
域
社
会
と
の
共
存

を
大
切
に
、
今
後
と
も
地
域
の
発

展
に
貢
献
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
塚
部
市

長
は
「
地
域
雇
用
の
拡
大
、
安
定
、

地
域
経
済
に
お
け
る
波
及
効
果
が

期
待
で
き
感
謝
し
ま
す
。
環
境
に

配
慮
し
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
事
業
を
全
力
で
支
援
し
て
い
き

た
い
」
と
歓
迎
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

進
出
協
定
書
を
交
わ
し
、
握
手
す
る

角
谷
英
美
㈱
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
常
務
執
行

役
員
（
中
央
）、
徳
渕
康
憲
県
企
業
立

地
統
括
理
事
（
左
）、
塚
部
市
長

300
145

㈱
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
と
進
出
協
定
締
結

伊
万
里
団
地
に
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の

　
『
太
陽
光
発
電
用
ウ
エ
ハ
ー
製
造
工
場
』
を
新
設

メ
ガ
ワ
ッ

　

ト
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配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
は
、
心
身
を
脅
か
す
深

刻
な
問
題
で
あ
り
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
保
護
命
令
制
度
の
拡
充
な
ど
を

定
め
た
『
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
配
偶
者
暴
力
防
止
法
）』

の
一
部
改
正
法
が
１
月
11
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

①
生
命
・
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を
受
け
た
被
害
者
も

保
護
命
令
の
申
立
て
が
で
き
ま
す

②
被
害
者
に
対
す
る

　

電
話
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
が
禁
止
さ
れ
ま
す

③
被
害
者
の
親
族
な
ど
も

　

接
近
禁
止
命
令
の
対
象
と
な
り
ま
す

●

相
談
窓
口

　

無
料
で
専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い

▼
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
月
〜
金　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
☎
０
９
５
２
㉖
１
２
１
２
）

▽
火
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

▽
日
祝
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
☎
０
９
５
２
㉖
０
０
１
８
）

▼
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｓ

▽
月
〜
金　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
水
曜
日
は

　

午
後
１
時
〜
）　
　

（
☎
０
９
５
２
㊶
２
５
３
５
）

●
問
合
先　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（　

☎
㉓
２
１
１
５
）

女
ひと

と男
ひと

きらめきフォーラム
松井久子監督講演会と映画『折り梅』上映

■日　時　１月 20日 ㊐ 12：30 開場
　　　　　　▷開会 12：50　▷映画上映 13：00
　　　　　　 ▷講演 15：00　▷閉会予定 16：00

■会　場　市民図書館ホール
　　　　　※駐車場は大坪公民館グラウンドをご利用ください

早稲田大学演劇科卒業後、雑誌の
編集者およびライターとして活
躍。1998 年『ユキエ』で映画監
督デビュー。多くの映画賞を受賞
し、演出力が絶賛された。2002
年に第２作『折り梅』が公開。全
国で上映会が続き、観客動員数が
100 万人を突破した。

ある日突然、平和な家庭にふりかかった……
サラリーマンの夫、パート勤めの妻、中学生と小
学生の子ども２人の４人家族に、夫の母が同居す
ることになった。ところが間もなく夫の母が変調
をきたし始め、アルツハイマー型認知症と診断さ
れる。バラバラになる家族。ところが……
崩壊しかけた家族が、思いがけない展開と様々な
葛藤を経て見事に再生してゆく物語に、人間の無
限の可能性が描かれています。

映画『折り梅』ストーリー

● 問合先　男女協働・まちづくり課（　 ☎㉓２１１５）

[ ]

松井久子監督プロフィール

なお、当日は席の数に限りがありますので、
入場整理券を配布します。入場をご希望され
る人はお早めに左記までご連絡ください。

※注意

　

土
の
香
り
漂
う
焼

き
物
の
里
『
伊
万

里
』
か
ら
、
国
内
は

も
と
よ
り
広
く
世
界

の
ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸

家
に
呼
び
か
け
『
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸
展
伊
万
里

２
０
０
８
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

情
熱
と
創
造
性
に
富
ん
だ
皆
さ
ん
の
作
品
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●

作
品
受
付
期
間

　

２
月
４
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●

作
品
搬
入
先　

　

伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
産
業
会
館
（
大
川
内
山
）

●

出
展
料　

▽
一
般
の
部　

１
０
０
０
円

▽
子
ど
も
の
部
（
中
学
生
以
下
）

　

無　

料

●

主
な
表
彰　

▽
一
般
の
部

　

鍋
島
大
賞
（
１
人:

副
賞
10
万
円
）

　

優
秀
賞　

（
２
人:

副
賞
３
万
円
）

　

特
別
賞　

（
３
人:
副
賞
２
万
円
）

▽
子
ど
も
の
部

　

優
秀
賞　

（
１
人:

記
念
品
）

　

特
別
賞　

（
２
人:

記
念
品
）

●
募
集
要
項
請
求
先
・
問
合
先

　

国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸
展
伊
万
里
実
行
委
員
会

（
商
工
観
光
課
内　

☎
㉓
２
１
１
０
）

国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸
展

伊
万
里
２
０
０
８
作
品
募
集昨年の鍋島大賞作品

『モザイク・ハチドリ』
昨年の子どもの部優秀賞作品

『いっぱい入る！巨大亀カレー皿』

保
護
命
令
制
度
が
拡
充
さ
れ

　

１
月
11
日
か
ら
新
し
く
ス
タ
ー
ト

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
変
わ
り
ま
す

改

正

の

ポ

イ

ン

ト
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伊万里市長寿社会課医療保険係　☎23-2153または

佐賀県後期高齢者医療広域連合　☎0952-64-8476まで



11 �008.1

佐賀県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

年額



選
び
、
図
書
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
黒

川
小
学
校
が
『
家う

ち
ど
く読

』
の
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
の
活
動
や
、
朝

の
読
書
運
動
な
ど
、
読
書
の
取

組
み
が
盛
ん
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
贈
呈
校
と
し

て
全
国
の
小
学
校
の
中

か
ら
、
茨
城
県
と
京
都

府
の
小
学
校
と
と
も
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
に
黒
川
小

学
校
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
は
、
４
社
の
う

ち
３
社
の
会
長
・
社
長

が
黒
川
小
学
校
を
訪
問

し
、
全
校
児
童
を
前
に

図
書
を
贈
呈
。
５
年
生

の
井
上
愛
梨
さ
ん
が

「
本
が
大
好
き
な
の
で
、

大
変
嬉う

れ

し
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

本
を
読
ん
で
読
書
日
本

一
の
学
校
を
め
ざ
し
ま

す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
１
年
生
か
ら
４
年
生

ま
で
の
各
学
年
代
表
４
人
が
、

読
書
に
対
す
る
思
い
を
伝
え
た

後
、『
黒
小
ソ
ー
ラ
ン
』
を
披
露

し
て
、
贈
呈
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

1��008.1

　

児
童
図
書
の
出
版
社

４
社
で
作
る
『
フ
ォ
ア

文
庫
』
の
会
か
ら
、
黒

川
小
学
校
に
児
童
図
書

約
150
冊
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。

　
『
フ
ォ
ア
文
庫
』
の

会
は
、
岩
崎
書
店
、
童

心
社
、
金
の
星
社
、
理
論
社
が

協
力
し
、
平
成
16
年
度
か
ら
毎

年
全
国
の
小
学
校
か
ら
３
校
を

　

12
月
７
日
に
伊
万
里
高

校
で
飼
育
協
力
校
に
カ
ブ

ト
ガ
ニ
の
幼
生
300
匹
ず
つ

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
の
『
ツ
ル
・

ハ
チ
ガ
メ
の
里
づ
く
り
支

援
事
業
』
の
一
環
と
し
て
、

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
増
殖
を
進

め
る
た
め
、
平
成
16
年
度

か
ら
学
校
や
研
究
機
関
で

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
幼
生
飼
育
を
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。
平
成
19
年

度
は
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
飼
育

を
行
っ
て
き
た
伊
万
里
高
校
と
牧

島
小
学
校
に
加
え
、
啓
成
中
学
校
、

山
代
中
学
校
、
大
川
内
小
学
校
、

黒
川
小
学
校
の
４
校
が
新
た
な
飼

育
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
幼
生
を
受
け
取
り
に

き
た
小
・
中
学
生
は
、
伊
万
里
高

校
生
物
部
の
生
徒
か
ら
飼
育
方
法

を
教
え
て
も
ら
っ
た
後
、
嬉う

れ

し
そ

う
に
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
幼
生
を
学
校

に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

　

啓
成
中
学
校
生
徒
会
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

『
テ
カ
ピ
カ
I
C
D
A
Y
』

が
11
月
22
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
奉
仕
活
動
を

通
し
て
、
地
域
と
の
連
携

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
自

主
的
に
考
え
行
動
す
る
た

く
ま
し
い
生
徒
の
育
成
を

め
ざ
す
た
め
の
啓
成
中
学

校
の
取
組
み
で
、
今
回
で
８
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
全
校
生
徒
が
牧
島

小
学
校
の
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
児
童
と
一
緒
に
、「
き
れ
い

に
な
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
カ
ブ
ト

ガ
ニ
が
産
卵
に
き
て
く
れ
る
よ
う

に
」
と
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
地

で
あ
る
木
須
町
の
多
々
良
海
岸
を

約
40
分
か
け
て
清
掃
し
、『
テ
カ
ピ

カ
』
に
し
ま
し
た
。

大
き
く
育
て
！ 

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
幼
生

配付されたカブトガニの幼生を興
味深そうに見つめる山代中学校の
生徒。（右の円内はカブトガニの
幼生の拡大写真）

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
図
書
の
前

で
、
童
心
社
の
酒
井
京
子
会
長

（
右
か
ら
２
人
目
）
に
読
書
に
対

す
る
思
い
を
伝
え
る
２
年
生
の

杉
山
翔
さ
ん
（
左
端
）

４
出
版
社
か
ら
黒
川
小
に
図
書
150
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト

産卵地を『テカピカ』に！

６校で幼生飼育スタート

各
校
で
飼
育
し
、
５
月
こ
ろ
の
脱

皮
を
経
て
、
え
さ
を
与
え
な
が
ら

成
長
さ
せ
、
７
月
中
旬
に
は
伊
万

里
湾
に
放
流
す
る
予
定
で
す
。

ビニール袋や空き缶などを拾って
多々良海岸をテカピカにしました

「読書日本一の学校めざすゾ」



ひ
ろ
げ
よ
う　

差
別
を
な
く
す　

人
の
和
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脇
田
町　

田
中
秀
雄
さ
ん

1� �008.1

　

市
で
は
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
だ
く
た
め
、
３
年
ご
と
に
人

権
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、『
人
権
社
会
の
実
現
を

呼
び
か
け
る
』
を
テ
ー
マ
に
平

成
19
年
度
の
募
集
を
行
い
、
審

査
の
結
果
、
次
の
４
点
が
優
秀

　

前
田
家
住
宅
は
立
花
町
西
円

蔵
寺
に
あ
り
ま
す
。
前
田
家
は

江
戸
時
代
に
代
々
、
大お

お
じ
ょ
う
や

庄
屋
と

し
て
伊
万
里
郷
を
治
め
ま
し
た
。

屋
敷
地
は
南
北
に
細
長
く
、
約

千
坪
も
あ
り
ま
す
。

　

天て
ん
め
い明
四
年
（
一
七
八
四
）
ご

ろ
に
建
て
ら
れ
た
主お

も

屋や

を
は
じ

め
、東
の
蔵
や
西
の
蔵
、北
の
蔵
、

薪た
き
ぎ

小
屋
、
水
車
小
屋
な
ど
各
々

の
建
物
の
建
築
学
上
の
価
値
が

高
く
、
大
規
模
民
家
の
施
設
の

構
成
や
機
能
を
知
る
上
で
貴
重

と
し
て
、
平
成
13
年
８
月
に
市

内
で
初
め
て
国
登
録
有
形
文
化

財
に
な
り
、
平
成
17
年
11
月
に

「
22
世
紀
に
残
す
佐
賀
県
遺
産
」

に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

庭
園
は
寛か

ん
せ
い政

の
三
博
士
、
古

賀
精せ

い

里り

が
「
漪い

園え
ん

」（
波
の
庭
園
）

と
名
づ
け
た
も
の
で
、四
季
折
々

の
花
木
に
彩
ら
れ
、
特
に
秋
の

紅
葉
が
見
事
で
す
。

　

前
田
家
住
宅
は
、
大
坪
公
民

館
で
活
動
し
て
い
る
大
坪
塾
の

約
３
年
に
わ
た
る
調
査
を
き
っ

か
け
に
、
屋
号
「
櫛く

し

屋や

」
の
由

来
や
前
田
家
の
歴
史
、
特
に
前

田
家
と『
葉は

が
く
れ隠
』の
関
わ
り
な
ど
、

重
要
な
史
実
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
千
件
以

上
の
民
具
の
ほ
か
、
膨
大
な
古こ

文も
ん

書じ
ょ

な
ど
の
貴
重
な
資
料
が
あ

る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
力
が
、
前
田
家
住
宅

の
重
要
性
を
、
ま
す
ま
す
高
め

て
い
ま
す
。

前ま

え

田だ

家け

住じ
ゅ
う

宅た

く

　

〜
市
民
の
力
で
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
文
化
財
〜

伊
万
里
市
の
文
化
財
㉞

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎　

３
１
８
６
）
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『
ふ
る
さ
と
の
明
日
を
歌
お
う
』

を
テ
ー
マ
に
、
今
年
で
16
回
目
を

迎
え
る
市
民
音
楽
祭
が
12
月
２

日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
市
内
で
活
動
す
る

音
楽
グ
ル
ー
プ
や
小
・
中
学
生
に

よ
る
音
楽
ク
ラ
ブ
な
ど
13
団
体
、

約
250
人
が
参
加
。
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
美
し
い
歌
声

を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

と
し
て
主
に
長
崎
で
活
躍
し
て
い

る
『
コ
ー
ル
・
ア
ザ
レ
ア
』
が
ゲ

ス
ト
出
演
。
最
後
は
、交
声
曲
『
い

ま
り
』
の
『
ふ
る
さ
と
よ
』
を
参

加
者
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。

な
ぜ
差
別
す
る　

あ
な
た
も
私
も　

同
じ
人
間
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
山
代
町　

東　

義
行
さ
ん

す
ぐ
摘
も
う　

心
に
芽
ば
え
た　

差
別
の
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脇
田
町　

田
中
秀
雄
さ
ん

こ
の
街
に　

人
権
の
花　

咲
か
せ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
花
町　

田
中
幸
喜
さ
ん

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
４
点
の
標
語
か
ら
伝

わ
っ
て
く
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
『
心

の
ポ
ケ
ッ
ト
』
に
入
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
温
か
く
な

り
ま
す
よ
。

平成 19 年度『人権標語』入選作品

『カブトガニの唄』を歌う『コーロ・ニリ・
チフレーヌ』の皆さん

 

♬ 

楽
し
く
歌
い
ま
し
た 

♬

第
16
回
市
民
音
楽
祭

優 秀 賞



顔に墨塗り氏神様のお世話します
　大坪町古賀地区の伝統行事『つうわたし』がありま
した。これは、地区の氏神様『今岳大権現』の分霊の
世話役を次の当番に引き継ぐ行事で、新しくくじで決
まった中通り組 10 人の世話役の顔には墨が塗られ、
代々伝わる衣装で行列を組んで地区内を巡行しました。

1��008.1

　本町名店街アーケードで、石炭で走るミニＳＬ（小
型蒸気機関車）の出発式がありました。これは、中心
市街地に活気を取り戻そうと毎月のセール『八の市』
に合わせて行われたもので、出発式ではミニＳＬの運
行を主催した同名店街協同組合の三溝裕男美理事長が
「ＳＬ同様に力強い商店街をめざしたい」とあいさつ。
訪れた子どもたちは、汽笛を鳴らし煙をはいて疾走す
るミニＳＬに乗車して大喜びの表情でした。

『ミニＳＬ』が本町アーケードを疾走！

火の粉と威勢のいい掛け声が飛ぶ
　師走の伝統行事『取り追う祭り』が二里町大里の神
之原八幡宮でありました。これは五穀豊穣と無病息災
を願い、火の粉と威勢のいい掛け声が飛び交う勇壮な
合戦が行われる奇祭で、合戦の後は、833 個の『御

ご く う

供
さん（強

こわいい

飯）』が縁起物として見物者に配られました。

12.8

12.10

12.14

神座の『大権現』 を引き当てた
樋渡清德さん（写真右）

敬徳魂見せる！大舞台での活躍を約束
　敬徳高校卓球部と剣道部の選手たちが全国大会、九州
大会への出場を前に市役所を訪れました。卓球部は 12
月の全九州新人大会に加え県代表として３人が１月の全
日本選手権へ、剣道部は２月の九州高校選抜大会への出
場を決め、塚部市長に大舞台での活躍を約束しました。

12.3



『土木の日』に桜の成木を植樹

1� �008.1

　伊万里建設業協会（黒木祐一郎会長）が、11月 18
日の『土木の日』を記念して、いまり夢みさき公園に桜
の成木13本を植樹しました。これは環境美化奉仕活動
として毎年行われているもので、この桜は春に花が咲く
そうです。ご家族で花見に訪れてみてはいかがでしょう。

11.17

優れた食生活改善活動で栄えある受賞
　優れた食生活改善活動団体に贈られる『南

みなみ

・賀
か や

屋賞
しょう

』
を受賞した伊万里市食生活改善推進協議会の皆さんが
市役所を訪れ、塚部市長に受賞を報告しました。全国
の５団体に選ばれた同協議会の犬塚玲子会長は「先輩
方の長年の努力のおかげです」と喜びを語りました。

はしご車で市庁舎屋上から『救出』！
　消防本部のはしご車を使った消防避難訓練が市役所で
ありました。３階から出火したとの想定で、職員約200
人が屋外に避難。逃げ遅れた６人が４階建て庁舎の屋上
から救助を求め、出動したはしご車のバスケットに乗っ
て、18㍍下の地上まで無事『救出』されました。

オリジナル『杉玉づくり』にチャレンジ
　伊万里・有田地区の食と農の文化祭『ふるさと交流会』
が JA伊万里本所で開かれました。10回目を迎えた今
回は『ふるさと薬膳伊万里』の試食のほか、参加者が
伊万里農林高校生の指導による『杉玉づくり』にチャ
レンジ。約２時間かけ『自慢の作品』が完成しました。

11.21

11.29

11.13

二
里
町
川
内
で
『
よ
か
村
づ
く
り
座
談
会
』

塚
部
市
長
と
本
音
で
意
見
交
換

　

市
周
辺
部
の
住
民
と
塚
部
市
長
が
、
地
域

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
『
第

３
回
よ
か
村
づ
く
り
座
談
会
』
が
二
里
町
の

川
内
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
川
内
地
区
の
住
民
50
人
が
参

加
。
高
齢
者
な
ど
の
交
通
手
段
の
確
保
策
や

生
活
道
路
の
整
備
、

国
見
中
学
校
の
建
設

計
画
な
ど
、
地
域
生

活
に
密
着
し
た
話
題

を
中
心
に
、
約
１
時

間
に
わ
た
っ
て
座
談

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
小
児

救
急
医
療
体
制
の
充

実
を
望
む
声
に
対
し

て
、塚
部
市
長
が
「
市

民
病
院
と
有
田
共
立

病
院
の
統
合
に
よ
る

新
病
院
は
、
皆
さ
ん

が
安
心
で
き
る
よ
う

な
24
時
間
救
急
医
療

体
制
を
備
え
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、
二
里
小

学
校
６
年
生
の
大
宅
航
平
さ
ん
【
写
真
左
】
が
、

塚
部
市
長
に
「
市
長
さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ

勉
強
が
好
き
で
し
た
か
」
と
質
問
し
、
会
場

を
わ
か
せ
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

12.17



白
寿
な
る
恩
師
健
在
賀
状
受
く

と
き
ど
き
の
花
と
緑
の
里
に
住
み
安
ら
ぐ
心
に

蠟
梅
香
る

船
屋
町

中
島
不
識
洞

牧
野　

季
子

西
円
蔵
寺

�008.1

　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集

い
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広

げ
る
『
第
３
回
ふ
れ
あ
い
広
場
』

が
11
月
18
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

　
『
さ
わ
や
か
い
ま
り
健
康
づ
く

り
大
学
』
の
第
３
回
講
座
『
健
康

そ
ば
打
ち
体
験
講
座
』
が
11
月
28

日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

そ
ば
打
ち
の
『
健
康
づ
く
り
名

人
』
森
田
キ
ト
さ
ん
（
74
歳
・
東

山
代
町
大
久
保
）
が
講
師
と
な
り
、

25
人
の
受
講
生
に
そ
ば
打
ち
名
人

の
技
を
伝
授
し
ま
し
た
。「
そ
ば

を
打
つ
と
き
は
、
塩
を
濃
く
す
る

と
コ
シ
の
あ
る
そ
ば
が
で
き
る
。

う
ど
ん
は
逆
に
ふ
わ
っ
と
さ
せ
る

た
め
に
塩
を
薄
く
す
る
」
と
い
っ

た
コ
ツ
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
ソ

ふ
れ
あ
い
広
場
で
作
っ
た
自
分
だ
け
の
作
品

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
七
色
の
ト
ッ
ピ
ン
グ

1�

フ
ト
ボ
ー
ル
程
度
の
大
き
さ
に
丸

め
た
そ
ば
を
手
際
よ
く
棒
で
伸
ば

し
、
包
丁
で
切
り
分
け
る
様
子
は

名
人
な
ら
で
は
。

　

参
加
し
た
受
講
生
た
ち
は
「
棒

で
伸
ば
す
と
き
、
均
等
に
薄
く
仕

上
げ
る
の
が
難
し
い
」
と
苦
戦
し

な
が
ら
も
、
和
気
あ
い
あ
い
と
そ

ば
打
ち
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
で
き
あ
が
っ
た
そ
ば

は
、
温
か
い
ス
ー
プ
に
と
ろ
ろ
を

加
え
、
参
加
者
全
員
で
美お

い味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
大
学
で
『
名
人
』
が
手
ほ
ど
き

楽
し
く
そ
ば
打
ち
、
美
味
し
く
試
食

あ
り
ま
し
た
。
福
祉
施
設
利
用
者

に
よ
る
手
作
り
作
品
や
手
話
コ
ー

ラ
ス
の
披
露
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

バ
ザ
ー
や
屋
台
、
も
ち
つ
き
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
多
く
の

家
族
連
れ
な
ど
が
詰
め
か

け
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
色
と
り
ど
り
の
ビ
ー

ズ
を
飾
り
付
け
る
『
遊
び

の
コ
ー
ナ
ー
』
は
、
子
ど

も
た
ち
に
大
人
気
。
花
瓶

や
小
物
入
れ
な
ど
、
自
分

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
作
っ
て
、
嬉う

れ

し
そ
う
に

持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
形
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
か
ら
好
き
な
も
の
を
選
ん

で
、
カ
ラ
ー
ビ
ー
ズ
を
飾
り

付
け
れ
ば
完
成
！

『そば打ち名人』森田キトさんの包丁さばき
を興味深く見つめる受講生の皆さん

　　そば粉　　　　　900 グラム

　　小麦粉（強力粉）100 グラム
　　水　　　　　　　500 ㏄
　　塩　　　　　　　大さじ２

◆作り方
①塩を水にをよく溶かしておき
　ます
②そば粉と小麦粉を合わせて①
　を混ぜ、こねます
③ビニールに包んでしばらく寝
　かせます（20 分程度）
④棒で伸ばして包丁で切ります
⑤たっぷりの水を沸かして麺を
　ほぐしながら湯に入れます
⑥麺が上がってきたら差し水を
　して、すぐに水にあげます

※湿度など気候によって水の量
　を調整してください

レ シ ピ

材 料（６食分）



■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク　

　

周
り
は
『
大
川
』
の
字
を
表
現

し
、
緑
色
で
八
幡
岳
、
眉
山
な
ど

の
山
々
も
表
し
て
い
ま
す
。
中
央

は
梨
の
果
実
を
表
し
、
梨
の
発
祥

の
地
と
い
う
歴
史
の
重
み
を
大
切

に
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■
公
民
館
愛
称

　
『
自
然
を
愛
し 

心
か
よ
う

　
　

  

豊
か
な
郷 

大
川
公
民
館
』

■
町
花　

梨
の
花

　

大
川
町
は
、
佐
賀
県
の
『
梨
の

発
祥
地
』
で
す
。

■
町
木　

楠
の
木

�008.1

　

地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
。

地
域
住
民
が
、
愛
着
と
親
し
み
を
も
っ
て

公
民
館
に
集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
相

互
の
連
帯
感
を
強
め
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
各
町
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
の
た

め
に
、
町
の
理
想
像
な
ど
を
掲
げ
た
『
町

民
憲
章
』
な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

大川町

下
しも

平
ひら

 佑
ゆう

子
こ

さん (�1 歳 )

★
お
仕
事
は

　

有
田
町
に
あ
る
㈱
香
蘭
社
に
勤

め
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
製

造
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
て
お

り
、
出
来
あ
が
っ
た
焼
き
物
を

見
る
と
す
ご
く
達
成
感
が
あ
り

ま
す
ね

★
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
・
特
技
は

　

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
や
っ
て

い
た
陸
上
で
す
ね
。
主
に
短
距

離
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
陸
上
ク
ラ
ブ
伊
万
里
三
香
の

コ
ー
チ
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
走
っ
て
い
ま
す

★
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

　

ス
テ
キ
な
彼
を
見
つ
け
、
３
、４

年
後
に
は
結
婚
し
て
、
幸
せ
な

家
庭
を
作
り
た
い
で
す
ね
♥

★大川内町小石原

★しし座・Ａ型
　

ト
マ
ト
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

お
野
菜
が
大
好
き
♥
最
近
ば
ぁ
ば

に
買
っ
て
も
ら
っ
た
ア
ン
パ
ン
マ

ン
の
す
べ
り
台
が
お
気
に
入
り
。

踊
り
が
大
好
き
で
『
ぐ
る
ぐ
る
ど

っ
か
〜
ん
』
を
マ
ス
タ
ー
し
た
よ
。

お
出
か
け
し
て
は
、『
ど
ん
だ
け
〜
』

や
『
そ
ん
な
の
関
係
ね
ぇ
〜
』
で

笑
い
を
と
っ
て
い
ま
す
♬

西
に し

田
だ

 姫
ひ

菜
な

ちゃん

姫
菜
は
パ
パ
と
マ
マ
の
宝
物
だ
よ
♥

い
つ
ま
で
も
元
気
で
優
し
い
子
で
い

て
ね
!!

★大輔・明
さや

香
か

さんの長女

★弁天町

(　　)１歳
７か月

自然を愛し 心かよう 豊かな郷 大川公民館

吉原 和子　館長

1�

　

 
大
川
町
民
憲
章

　

私
た
ち
は
自
然
と
調
和
し
た

心
豊
か
な
大
川
町
に
発
展
す
る

事
を
願
い
こ
の
憲
章
を
さ
だ
め

ま
す
。

一　

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
、
日
々

　

の
く
ら
し
に
感
謝
し
元
気
な

　

郷ま

土ち

を
つ
く
り
ま
す
。

一　

働
く
喜
び
と
学
ぶ
楽
し
さ
、

　

健
康
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず
暮

　

ら
し
ま
す
。

一　

明
る
い
家
庭
を
き
ず
き
教

　

養
た
か
め
文
化
の
向
上
に
つ

　

と
め
ま
す
。



１月の市民スポーツ

１月の町民スポーツ

18�008.1

１日（火）

●牧島地区新春歩こう走ろう会

　８時開会　牧島地区内

●大川内町新春走ろう会

　８時開会　大川内町内

●東山代町新春走ろう歩こう会

　８時開会　東山代町内

　

市
内
か
ら
13
チ
ー
ム
が
出
場
し

た
第
29
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗

争
奪
少
年
野
球
大
会
が
11
月
10
日

と
17
日
、
大
川
運
動
広
場
な
ど
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

17
日
に
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で

は
、
大
坪
赤
門
少
年
が
立
花
少
年

を
４
対
３
で
破
り
見
事
に
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
２
日
に
は
、
第
22

回
佐
賀
県
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ

ッ
カ
ー
競
技
大
会
の
準
決
勝
戦
が

県
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

73
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
こ
の
大

会
で
、
大
坪
少
年
Ｓ
Ｃ
は
準
決
勝

で
優
勝
し
た
唐
津
Ｆ
Ｃ
と
対
戦

し
、
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
３
対
４
で
惜
し

く
も
敗
れ
３
位
に
な
り
ま
し
た
。

５日（土）、６日（日）
●伊万里ニューイヤー杯
　　　　　　　少年サッカー大会
　９時開会　国見台陸上競技場ほか
1� 日（日）
●新春古伊万里ロードレース大会
　10時15分スタート駅通商店街
�� 日（日）
●東西松浦駅伝大会
　10時スタート　有田町〜唐津市

大
坪
赤
門
少
年
野
球　
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗 

優
勝
！

大
坪
少
年
　　

県
学
童
サ
ッ
カ
ー
大
会 

第
３
位県学童オリンピックで第３位の大坪少年ＳＣイレブン

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
少
年
野
球
大
会

で
見
事
に
優
勝
し
た
大
坪
赤
門
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
ナ
イ
ン

sc
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市
内
13
地
区
の
代
表
選
手
た
ち

が
、
12
区
間
61
・
８
㌔
で
健
脚
を

競
う
『
第
54
回
伊
万
里
市
内
一
周

駅
伝
競
走
大
会
』
が
、
11
月
25
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

《体育功労賞》
◇井手正範（大坪町・市体育協会）

◇河島靖二（新天町・市体育協会）

◇吉田定弘（伊万里町・伊万里体育協会）

◇吉原伴則（大坪町・大坪体育協会）

◇山口邦子（黒川町・黒川町体育協会）

◇橋口年春（波多津町・波多津町体育協会）

◇栗原義幸（波多津町・波多津町体育協会）

◇平尾紀生（松浦町・松浦町体育協会）

◇緒方幸彦（南波多町・市バレーボール協会）

◇田中末人（立花町・市ボウリング協会）

◇武藤タカ子（東山代町・市武術太極拳連盟）

《スポーツ賞》
◇牧瀬　翼（東山代町）
　全日本実業団対抗サイクルロードレース

大会　女子 38.6 ㌔優勝
◇又吉　薫（東山代町）
　平成18年度 全日本高等学校女子ソフト

ボール選手権大会　優勝（佐賀女子高）
◇田中紘一郎（波多津町）
　ソフトボール男子ワールドカップ　優勝
◇酒谷恵美（伊万里高３年・波多津町）
　全国高等学校弓道大会　女子個人優勝
◇福富晃希（啓成中１年・脇田町）
　九州中学校陸上競技大会　100 ㍍優勝
◇青嶺中学校野球部
　九州中学校軟式野球大会　３位

《県民体育大会功労賞》
◇仁戸田　彩（立花町）
　水泳 25 ㍍バタフライ優勝 14 秒 96
◇仁部智之（立花町）
　陸上 100 ㍍優勝 11 秒 5
◇古賀慶彦（黒川町）
　陸上 1500 ㍍優勝 4 分 9 秒 0
◇陸上一般女子４× 100 ㍍リレー　優勝
（下平・原田・木佐貫・前田） 53 秒 4

◇陸上一般男子　総合優勝
◇バレーボール一般女子　パート優勝

　市のスポーツ振興に顕著な功績があっ
た人に贈る『体育功労賞・スポーツ賞・
県民体育大会功労賞』の表彰式が 11 月
25 日、市役所でありました。
　受賞した皆さんは次のとおりです。
　（順不同、敬称略）

平成19年度 市体育協会

体育功労賞
スポーツ賞

県民体育大会功労賞

40 回目の出場記念を区間
６位で力走した立花町の
多久島　昇選手（２区）

↑犬塚選手親子（牧島）

親子でたすきリレー
←平山選手親子（大坪）

　

大
会
は
、
二
里
町
の
連
覇
更
新

な
る
か
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
も
二
里
町
の
強
さ
は
健
在
。

二
里
町
は
前
半
３
区
ま
で
５
位
と

出
遅
れ
た
も
の
の
、
後
半
は
安
定

し
た
走
り
で
た
す
き
を
つ

な
ぎ
、
見
事
７
連
覇
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
沿
道
か
ら
は
た

く
さ
ん
の
声
援
が
選
手
た

ち
へ
送
ら
れ
、
40
回
目
の

出
場
と
な
っ
た
多
久
島
昇

選
手
（
立
花
）
の
力
走
や
、

２
組
の
子
か
ら
父
へ
の
親

子
た
す
き
リ
レ
ー
な
ど
も

あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

９区の南波多選果場を再スタートする選手

第
54
回
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

二
里
町
７
連
覇
達
成
！



●

対　

象　

県
内
で
、
平
成
19
年
４

月
か
ら
平
成
20
年
３
月
末
ま
で
に
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
（
設
備
容
量

10　

未
満
）
を
設
置
し
た
個
人

●

内　

容　

太
陽
光
発
電
で
発
生

し
た
電
気
の
う
ち
、
ご
自
宅
で

消
費
し
た
分
が
対
象
で
、
１
kwh

あ
た
り
40
円
を
助
成
し
ま
す

●

申
込
期
限　

４
月
15
日
（
火
）

●

問
合
先　

　

太
陽
光
発
電
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
推

進
事
業
お
客
様
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

（
☎
０
９
５
２
㉙
０
０
３
９
）

　

佐
賀
県
く
ら
し
環
境
本
部
環
境
課

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
０
７
９
）

●

日　

時　

１
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

●

会　

場　

市
役
所
第
２
会
議
室

※
予
約
制
で
す
。
前
日
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　

　

佐
賀
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
㉔
０
０
６
４
）

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
・
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
・
女
性
や
子
ど
も
に
対
す

る
虐
待
・
差
別
な
ど
の
人
権
問
題
に

つ
い
て
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●

日　

時　

１
月
23
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会　

場　

二
里
公
民
館

●

担　

当　

　

人
権
擁
護
委
員　

金
子
幹
夫
氏

●

問
合
先　
　

佐
賀
地
方
法
務
局

伊
万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

　

弁
護
士
が
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

（
母
子
・
父
子
家
庭
、
寡
婦
）
を
対

象
に
、
生
活
上
の
問
題
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
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心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

は
、
心
身
障
害
児
（
者
）
の
保
護

者
が
、
一
定
の
掛
金
を
納
め
る
こ

と
に
よ
り
、
保
護
者
が
亡
く
な
っ

た
場
合
な
ど
に
障
害
児
（
者
）
に

年
金
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

平
成
20
年
２
月
新
規
加
入
分
か
ら

掛
金
が
上
が
り
ま
す
の
で
、
加
入

を
検
討
さ
れ
て
い
る
人
は
早
め
に

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

県
障
害
福
祉
課

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
０
６
４
）

　

市
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（　

☎
㉓
２
１
５
６
）

くらしのお
知
ら
せ

住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
置
者
へ
助
成
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
等
の

た
め
の
巡
回
法
律
相
談

二

里

公

民

館

で

無
料
特
設
人
権
相
談

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

心
身
障
害
者
扶
養
共
済

掛
金
が
上
が
り
ま
す

水道の冬じたくは
お済みですか？
● 水道管の凍結を防ぐには　
　水道管に保温チューブ、布、縄を巻いて、
その上をビニールなどで保護してください。
古くなったチューブなどは、取り替えてく
ださい

● 管が凍って水が出ないとき　
　水道管にタオルか布をかぶせ、その上から
ぬるま湯をかけて解かしてください

● 水道管が破裂したとき　
　元栓を閉めて、破裂した個所に布やテープ
を巻き付けた後で、市水道部または近くの
市指定水道工事店までご連絡ください

●問合先　水道部（　☎㉓５４００）
●指定工事店についての問合先
　伊万里市管工事協同組合（☎㉒５３３３）

kw



　戦没者遺族に対する
　第８回特別弔慰金
戦没者等の遺族の方へ
　特別弔慰金の請求期限は　
　　平成 �0 年３月 �1 日です。
　期限を過ぎると、特別弔慰金を受
ける権利が消滅します。
　なお、既に請求されている場合は、
再度請求する必要はありません。
● 対象者　
　戦没者死亡時の三親等内親族で、
主に次の要件を満たす方の代表

● 要　件　
　平成 17年３月 31日までの間に、
公務扶助料や遺族年金の受給権者
が遺族内にいなくなった方

●問合先　福祉課社会福祉係
（☎㉓２１５６）

　

母
子
・
寡
婦
家
庭
で
、
扶
養
す

る
子
ど
も
の
高
校
、
大
学
な
ど
へ

の
進
学
を
支
援
す
る
た
め
、
修
学

資
金
や
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

申
込
み
に
際
し
て
は
、
母
子
と

も
に
面
接
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前

に
日
時
の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
他
の
奨
学
金
な
ど
と
の

重
複
や
、
市
税
な
ど
に
滞
納
が
あ

る
場
合
は
、
貸
付
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

●

受
付
期
間

▽
修
学
・
修
業
資
金
（
就
職
に
必

要
な
運
転
免
許
な
ど
を
取
得
す

る
た
め
の
資
金
）

　

１
月
８
日（
火
）〜
２
月
29
日（
金
）

▽
就
学
支
度
資
金
（
20
年
度
入
学
者
）

１
月
８
日（
火
）〜
２
月
15
日（
金
）

くらしの 

●

受
付
日
時

　

市
役
所
開
庁
日
の
水
曜
日
を
除

く
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

提
出
書
類　

申
請
書
、
住
民
票

謄
本
、
戸
籍
謄
本
、
所
得
証
明
書

●

申
込
・
問
合
先　

母
子
自
立
支

援
員
（　

☎
㉓
２
１
８
３
）

　

新
春
恒
例
の
『
招
福
・
伊
万
里

え
び
す
祭
』
が
開
か
れ
ま
す
。

　

宝
船
七
福
神
パ
レ
ー
ド
や
、
活

鯛
・
活
車
エ
ビ
が
当
た
る
福
運
抽

選
会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

め
じ
ろ
押
し
で
す
。
ご
家
族
や
お

友
だ
ち
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●

期　

日　

１
月
13
日
（
日
）

《
七
福
神
パ
レ
ー
ド
》

▽
時　

間

　

午
前
11
時
15
分
〜
11
時
50
分

�1 �008.1

新

春

恒

例
！

伊
万
里
え
び
す
祭

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
皿
を
作
る

『
新
春
楽
焼
き
会
』

▽
コ
ー
ス

　

玉
屋
西
口
〜
い
す
い
通
り
〜
仲

町
観
音
通
り
〜
本
町
名
店
街
〜

駅
通
商
店
街
〜
本
町
名
店
街

《
福
運
抽
選
会
》

▽
時　

間　

正
午
〜
午
後
３
時

▽
会　

場　

本
町
名
店
街
（
旧
親

和
銀
行
前
広
場
）

※
お
で
ん
（
有
料
）、
振
舞
酒
も
準

備
し
て
い
ま
す

※
福
運
券
（
１
枚
500
円
）
は
、
エ

ル
タ
ウ
ン
伊
万
里
の
各
店
で
お

求
め
く
だ
さ
い

●

問
合
先　

伊
万
里
え
び
す
祭
実

行
委
員
会
（
☎
㉒
７
２
０
０
）

《
楽
焼
き
会
》

●

日　

時　

１
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

●

会　

場　

　

駅
通
商
店
街
特
設
会
場

●

内　

容　

15
�
の
素
焼
き
皿
に

染
付
け
を
行
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
皿
を
作
成
で
き
ま
す

●

参
加
料　

一
皿
100
円
で
、
当
日

会
場
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
焼
成
品
の
配
送
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
別
途
配
送
料
が
必
要

《
楽
焼
き
展
示
会
》

●

日　

時　

２
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●

会　

場　

　

駅
通
商
店
街
特
設
会
場

●

内　

容　

▽
楽
焼
き
の
完
成
品
の
展
示

▽
フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
ブ

●

問
合
先　

伊
万
里
駅
通
商
店
街

（
☎
㉓
５
１
６
６
）

　

会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に

所
有
し
て
い
る
土
地
や
家
屋
以
外

の
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備
品

な
ど
の
事
業
用
資
産
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
で
申
告
が
必
要
で
す
。

　

所
有
者
は
、
１
月
31
日
（
木
）

ま
で
に
市
税
務
課
で
必
ず
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

償
却
資
産
の
対
象
と
な
る
も
の

　

農
業
、
漁
業
、
建
設
業
、
製
造
業
、

運
輸
業
、
卸
・
小
売
業
、
金
融
・

保
険
業
、
不
動
産
業
、
飲
食
店
、

医
療
・
福
祉
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
の
事
業
用
資
産

●
問
合
先　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（　

☎
㉓
２
１
４
９
）

母
子
・
寡
婦
家
庭
へ
の

修
学
資
金
等
の
貸
付

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
は
１
月
末
ま
で
に



●

日　

時　

１
月
25
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●

集
合
場
所　

市
役
所
ロ
ビ
ー

●

開
催
場
所

▽
味
噌
作
り　

　

二
里
町
ふ
た
さ
と
加
工
所

▽
大
豆
料
理
試
食　

立
花
公
民
館

●

内　

容　
『
大
豆
』
を
テ
ー
マ
に

味
噌
作
り
と
農
山
漁
村
女
性
研

究
会
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
ヘ
ル

シ
ー
大
豆
料
理
を
食
べ
よ
う

●

参
加
料　

１
５
０
０
円

●

募
集
人
員　

20
人
程
度
（
抽
選
）

●

申
込
方
法　

市
内
の
主
な
農
産

物
直
売
所
に
申
込
み
用
紙
と
応

募
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

●

申
込
期
限　

１
月
18
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先　

農
業
振
興
課

（　

☎
㉓
２
５
５
７
）

　

ブ
ロ
グ
を
始
め
て
み
た
い
人
や
、

お
店
の
宣
伝
を
ブ
ロ
グ
で
し
て
み
た

い
人
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ブ
ロ
グ
の

楽
し
さ
を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
ブ
ロ
グ
講
習
会
》

●

日　

時　

　
１
月
15
日
（
火
）、
16
日
（
水
）

　

午
後
６
時
〜
７
時
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●

業
務
内
容
・
募
集
人
員

▽
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
業
務　

１
人

▽
有
田
川
浄
水
場
運
転
業
務　

１
人

●

委
託
期
間　

平
成
20
年
４
月
１

日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

※
た
だ
し
、
業
務
成
績
が
優
秀
な

場
合
は
契
約
を
更
新
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

●

応
募
資
格　

昭
和
23
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
33
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

●

応
募
方
法　

市
水
道
部
に
備
え

付
け
の
業
務
受
託
者
募
集
仕
様

書
を
閲
覧
、
了
承
の
う
え
履
歴

書
１
通
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●

応
募
期
間　

　

１
月
10
日
（
木
）
〜
24
日
（
木
）

●

面
接
日
（
予
定
）　

２
月
３
日
（
日
）

●

申
込
・
問
合
先　

水
道
部
管
理
課

（　

☎
㉓
５
４
０
０
）

●

対
象
者　

市
内
在
住
の
人

●

期　

日　

　

２
月
１
日
（
金
）
〜
26
日
（
火
）

　

毎
週
火
・
金
曜
日
（
８
日
間
）

●

時　

間　

午
後
７
時
〜
８
時

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

参
加
料　

１
０
０
０
円

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む

●

定　

員　

30
人

●

申
込
期
限　

１
月
30
日
（
水
）

●

申
込
・
問
合
先

　

市
民
セ
ン
タ
ー
内　

市
武
術
太

極
拳
連
盟
（　

☎
㉒
３
９
１
１
）

ぼ
し
ゅ
う

健

康

づ

く

り

に

太

極

拳

教

室

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン

味
噌
作
り
と
大
豆
料
理

水
道
メ
ー
タ
検
針
業
務

等
の
受
託
者
を
募
集

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

受
講
料　

無　

料

●

募
集
人
員　

先
着
10
人
程
度

●

申
込
期
限　

１
月
15
日
（
火
）

《
伊
万
里
ブ
ロ
グ
倶
楽
部
交
流
会
》

●

日　

時　

１
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時

※
今
後
毎
月
開
催
予
定
で
す

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

参
加
者　

自
由
に
参
加
で
き
ま
す

※
ブ
ロ
グ
（b

lo
g

）
と
は
、
ウ
ェ

ブ
ロ
グ
の
略
で
、
日
記
風
に
簡

単
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
作
成
で

き
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す

●

申
込
・
問
合
先　

ま
る
ご
と
伊

万
里
事
務
局
（
情
報
広
報
課
内
）

（　

☎
㉓
４
３
１
５
）

伊
万
里
ブ
ロ
グ
倶
楽
部
を

開

催

し

ま

す

災害発生時の安否確認は

災害用伝言ダイヤル【171】
　災害発生時は、一般電話や携帯電話
は通話が増加しつながりにくくなり、
ご家族などの安否確認が難しくなり
ます。そんな時は、伝言を録音・再生
できる『災害用伝言ダイヤル【1�1】』
を利用しましょう。
　災害時に比較的つながりやすい、
公衆電話からの利用もできます。

● いつ利用できるの？
　地震や災害など状況に応じＮＴＴが
設定した後から利用できます。開始
は、テレビ・ラジオ・インターネッ
トなどを通じてお知らせされます。

● 利用方法は？
　局番なしの『171』をダイヤル後、
ガイダンスに従い、録音や伝言を
再生してご利用ください。



くらしの 
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　コタツは主に腰から下を暖める暖房器具なので、上半身は寒くなりがちです。カーディ
ガンなどを１枚多く着込んで暖かさを保ちましょう。ストーブやエアコンなど他の暖房
器具と併用する場合は、控えめな温度設定を心がけましょう。
■㈶省エネルギーセンター『家庭の省エネ大辞典』より

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策
■問合先　生活環境課（　 ☎㉓２１４４）

コタツの設定温度を『中』以下にしましょう
●コタツの設定温度を『強』から『中』にすると

　冬期の約 �.� か月（1�9 日）で

　電気量 �8.9�kwh の省エネ　�0.1㎏の CO� の削減



人のうごき
平成 19 年 12 月１日現在
●人口　58,655 人　　（−  4）
　　男　27,989 人　　（− 13）
　　女　30,666 人　　（＋   9）
●世帯　21,436 世帯  （＋ 21）

（　）は前月比

広報　　　　　 2008-1
■発行日／平成 20 年１月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社
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編

集

室

か

ら

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
『
子
（
ね
ず
み
）
年
』、
十
二
支
の
始
ま

り
の
年
で
す
。
も
と
も
と
十
二
支
は
、
12
年
で

天
を
一
周
す
る
木
星
の
軌
道
上
の
位
置
を
示
す

た
め
の
数
詞
で
、
中
国
・
殷
の
時
代
に
、
わ
か

り
や
す
い
よ
う
に
動
物
に
替
え
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
神
様
の
も
と
へ
の
競
争
で
、
ネ
ズ
ミ
が
牛

の
背
中
か
ら
飛
び
降
り
て
、
ち
ゃ
っ
か
り
一
番

に
な
っ
た
話
は
有
名
で
す
ね
。
す
ぐ
に
子
ネ
ズ

ミ
が
増
え
成
長
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
『
子
孫
繁

栄
』『
行
動
力
と
財
』
と
い
っ
た
干
支
の
縁
起
が

担
が
れ
て
い
ま
す
。
編
集
室
も
こ
の
１
年
、
今

ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
『
広

報
伊
万
里
』
を
作
れ
る
よ
う
、『
行
動
力
』
を
発

揮
し
て
市
内
全
域
を
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に
駆
け
回

り
ま
す
！
（
哲
）

福
田
茂
弘
伊
万
里
西
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
会
長
（
左
端
）、
岩
永
教
育

長
（
右
端
）
と
受
賞
者
の
皆
さ
ん
。

前
列
左
か
ら
岡
本
和
花
さ
ん
、
田

中
丸
華
澄
さ
ん
、
田
口
美
希
さ
ん
。

後
列
左
か
ら
藤
富
菜
摘
さ
ん
、
片

山
理
恵
さ
ん
、
浅
田
茜
さ
ん

立花小４年　岡 本 和 花 さん

伊万里西ロータリークラブ会長賞

市　　　長　　　賞

教　　育　　長　　賞 立花小４年

田中丸 華 澄 さん

南波多小６年　田 口 美 希さん

啓
成
中
２
年　

片 

山 

理 

恵 

さ
ん

啓成中２年

藤 富 菜 摘 さん

啓
成
中
１
年　

浅 

田　

 

茜 

さ
ん

ストップ

200
8温暖化！

ザ

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、

市
、
伊
万
里
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
教
育
委

員
会
が
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、

次
の
６
作
品
が
入
賞
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
入
賞
作
品
を
活
用
し
た
２
０
０
８
年
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
今
後
、
公
共
施
設
や
事

業
所
に
掲
示
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

啓
発
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

              表紙の
  組写真が『子』の字
を表していることに
　気づいてくれた
         かな？




